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この講座では

あなたにとって

スマートフォンはいつ必要か？

日常生活で

何を便利にしてくれるのか？
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ご自身の生活と照らし合わせながら考えてみましょう！



内容に入る前に・・・

「スマートフォン」の “スマート”の意味は？
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❶ 細い

❷ かっこいい

❸ 賢い



内容に入る前に・・・

「スマートフォン」の “スマート”の意味は？
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❶ 細い

❷ かっこいい

❸ 賢い



“スマートフォン”は、

電話だけではなく、

様々な用途に

活用することができます。

内容に入る前に・・・

正解：「❸賢い」
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（スマートフォン＝賢い電話）



スマートフォンはどこが賢い？

“ガラケー” と“スマートフォン”

違いは何でしょうか？
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スマートフォンはどこが賢い？

• 主に機器のボタンで操作する。

• 契約したキャリアの回線により通
信を行う。

• 機器に搭載されている機能を使用
できる。

• 主に画面をタッチして操作する。

• 契約したキャリアの回線やWi-Fi
を使って通信を行う。

• 個別機能（アプリ）を使用して使
いたい機能を選んで使用できる。
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フィーチャーフォン
（ケータイ、ガラケー）

スマートフォン

どちらも“携帯電話”だけど…



利用者の目的に応じて、スマートフォンに機能を追加

地図を見たいな
スケジュールを
記録したいな

スマートフォンはどこが賢い？

この講座では、スマートフォンを活用できる場面
について、考えてみましょう！

ニュースを調べたいな
カメラを使いたいな



「スマートフォン」って何ができるの？２

私の生活に「スマートフォン」は必要？３

“こんなことができたらいいな”を考えよう１



「スマートフォン」って何ができるの？２

私の生活に「スマートフォン」は必要？３

“こんなことができたらいいな”を考えよう１



考えてみましょう①

日常生活の中で
「こうしたいな」、「これができ
たらな」と考える場面はありませ
んか？

事例をもとに
どんな場面で困ったことや不安に
なることがあるか、ふりかえって
みましょう
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ここからは、

配布したワークシートの

1ページ目を

使用します。



記入のしかた
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記入のしかた

事例について

日常でご自身も「考えることがあるな」と

思うものに〇をつけてみましょう。
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記入のしかた

事例について、日常で

「考えることがあるな」と

思うものに〇を

つけてみましょう。
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＜記入例＞



「スマートフォン」って何ができるの？２

私の生活に「スマートフォン」は必要？３

“こんなことができたらいいな”を考えよう１



「スマートフォン」って何ができるの？２

私の生活に「スマートフォン」は必要？３

“こんなことができたらいいな”を考えよう１



ここからは、配布した

ワークシートの

見開きのページを使用

します。



どんなアプリがあるの？

個別機能（アプリ）を ５つご紹介します。

現在のご自身の生活と照らし合わせながら、

機能を確認してみてください。



こちらを選んだ方が、スマホでできること











撮影した写真は、一度に何枚も送ることができます。

また、撮影した写真をまとめて
アルバムとして保存することもできます。

写真を撮影する
送りたい
相手を選ぶ

保存した写真を
表示する

写真を選び、
送信する



LINEを起動して
通話をしたい相手を選ぶ

「ビデオ通話」を
選択する

離れていても、相手の顔を見ながら
会話をすることができます。



お住いの自治体の
LINE公式アカウントと

友だちになる

地域のお知らせや
防災情報の受信を設定

地域の情報をいち早く確認したり、
行政手続きなどを行うことができます。

地域の重要な情報などが
自動的に配信される

注）全ての自治体にLINE公式アカウントがあるわけではありません。



撮影した写真は、すぐ相手
に見せることができない

スマホを利用しない場合

撮影した写真を、より簡単
に送ることができる

アプリを使えば！

電話では声でしか相手
の様子がわからない

コロナ禍でも、顔を見て
会話をすることができる

住んでいる地域の情報を
知りたい時に知れない

自治体から発信された情報
や速報がすぐに手元に届く



こちらを選んだ方が、スマホでできること



地域を登録しておくと、画面を開く
だけで地域のニュースが出てきます

自分の住んでいる場所だけではなく
遠く離れて住んでいる家族の地域の
ニュースも併せて確認できます。











スマホを利用しない場合 アプリを使えば！

テレビやニュースで
発信された情報を得る

外出時に知りたい
情報を得ることが難しい

常に自分の知りたい情報が
発信されているわけではない

興味のある情報を
自分で探すことができる

緊急情報などが
送られてくる

ニュースや情報が常に
新しいものに更新される



こちらを選んだ方が、スマホでできること



地震や豪雨、防犯情報など
「危険を知らせる」情報が自動で届きます。

また，自治体が指定した避難所／避難場所を
地図上で確認することもできます。

市町村を登録











スマホを利用しない場合 アプリを使えば！

避難すべきかの判断が
遅れる可能性がある

テレビやラジオでは、
大多数に向けた情報
しか得られない

避難所／避難場所が
どこにあるかわからない

災害の規模や避難の
必要性を早く把握できる

個人にとってより必要と
なる情報を検索・取得
することができる

避難所／避難場所を
地図上で確認できる



こちらを選んだ方が、スマホでできること



調べたい地域の飲食店情報や、実際に訪れた人の感想
を見ることができます。

また、テイクアウトができるお店の検索やお店の予約
も可能です。

調べたいお店の場所や予約したい時間や
人数などを入力、お店を検索











スマホを利用しない場合 アプリを使えば！

旅行先などで、どんなお店が
あるか調べることが難しい

実際にお店に入らないと、
お店の雰囲気や味が確認
できない

お店の予約では、営業日や営
業時間にあわせて電話をする
必要がある

初めての場所でも、検索で
お店の情報が手に入る

口コミを確認することで、
事前にお店の雰囲気や
評価を確認できる

アプリからいつでも予約が
可能なお店の場合も



こちらを選んだ方が、スマホでできること



翻訳したい文章をカメラで撮影すると、瞬時に翻訳された
文章が表示されます。

また、テキストの入力により翻訳することも可能であり、
日本語や英語だけではなく世界中の言語に対応しています。

翻訳したい文字をカメラで
撮影することで自動翻訳

文字を入力することで、
世界中の言語に翻訳することも可能











アプリを使えば！

わからない単語などは、
辞書で調べる必要がある

長い文章を調べるには、
手間がかかる

海外の人と話す場合
言葉が話せないと通じない

わからない単語も、カメラ
撮影するだけで瞬時に翻訳

長い文章や遠くの看板でも、
手間をかけずに翻訳できる

海外の人と話す場合にも、
日本語を変換することで
意思を伝えることができる

スマホを利用しない場合



「スマートフォン」って何ができるの？２

私の生活に「スマートフォン」は必要？３

“こんなことができたらいいな”を考えよう１



「スマートフォン」って何ができるの？２

私の生活に「スマートフォン」は必要？３

“こんなことができたらいいな”を考えよう１



ここからは、

配布したワークシートの

4ページ目を

使用します。



考えてみましょう②

ご紹介したアプリについて、

ご自身に「役立ちそうか」を

考えてみましょう！
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＜記入例＞

記入のしかた

アプリについて、

「使ってみたい度」を考え、

〇をつけてみてください。



ここからは、

配布したワークシートの

4ページ目を

使用します。



考えてみましょう③

他の方は、どんなアプリを

“使ってみたい”と

考えているでしょうか？

（具体的に使えそうな場面は？）
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近くの人と共有してみましょう！



ワークシートを広げてみましょう



左側「役立ちそう」 / 右側「〇」

左側「役立ちそう」 / 右側「無」

確認してみましょう

上記にあてはまる方はスマホ（アプリ）を活用することで
より生活が便利になるかもしれません。



「使う場面が無い」のではなく、

便利に使える場面に気づいていないかもしれません。

自分にスマホは必要？

スマートフォンは

生活を便利にするための道具

「こんなときどうしよう」を解決するツールとして
スマホ（アプリ）の活用をご検討ください。



オプションスライド



「活用編」にも、ぜひご参加ください

活用編では、

実際にスマートフォンやSNSの活用を

体験してみましょう！

●実際にどう使うかを知りたい・・・

●スマートフォンを触ってみたい・・・

●写真を送ってみたい・・・

●自分にもできるか試したい・・・



スマートフォン・SNS活用講座 基本編

令和４年４月15日初版発行

制作
山口市（デジタル推進課）
LINE株式会社
東洋英和女学院大学講師 酒井郷平
アラサキデザインスタジオ

・本教材及び本教材にに関するコンテンツの著作権はLINE株式会社又はLINE株式会社に対する権利許諾元が保有しています。


